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ガソリン，灯油の蒸留曲線について
稲 垣 勝
1）istillation　curve　of　gasoline　and　kerosene
MASARu　INAGAKI
　Some　bad　quality　automobile　gasoline　blending　with　Kerosene　was　recently　on　the
market　in　Iapan．
　For　the　purpose　of　determing　the　ratio　of　gasoline　to　kerosene，　the　test　was　carried　odt
of　distillation　of　gasoline，　Kerosene　and　their　mixtures．、
　6samples　of　gasoline　and　Kerosene　were　taken　from　the　market．　Distillation　curve
was　obtained　from　this　mixture，　of　which　ratio　was　50：50，40：60，30：70，20：80，
10：90．From　these　distillation　curves，　the　ratio　of　gasoline　to　Kerosene　was　easily
deterniined．
1．緒 言
　鼓数年前自動車用ガソリンに白灯油等を混入したいわゆる不良ガソリンが市場に出回り一般
．消費者が多大の迷惑をこうむる事件が起きた。石油連盟および全国石油商業組合連合会ではこ
の問題に対処すべく種々試験研究がなされたと聞くが，その詳細な報告は公的に見当らない。
　著者は灯油混入ガソリンの簡単な判別方法として，灯油，ガソリンおよび両者の混合油の蒸
留試験を行い，これらの蒸留曲線から，灯油，ガソリンの混合割合を推定しうることを認め
た。
　市販のガソリンおよび白灯油を3種類えらび，これらのおのおのについて蒸留曲線を求める
試験を行ったので報告する。
2．実　験　の　部
　　　2．1　試料および試料調製法
　試料はShell，　Mobil，日石の3社のレギラーガソリンおよび白灯油である。ガソリンと白灯
油の混合割合はつぎのようである。
　G／K　：9．5／0．5，9／1，8／2，7／3，6／4，5／5
　　（ここでGはレギラーガソリン，Kは白灯油を示す）
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　　2．2蒸留試験方法
　蒸留試験方法はJISK　2254（1965）の石油製品蒸留試験方法によつた。
　試料100　mlをその性状により，蒸留し，初留点（凝縮管の下端から留出液の最初の1滴が
落下したときの温度計の読みをいう），規定留出温度までの留出量に対応する温度，終点（蒸
留試験中に達した最高温度をいs，通常これはフラスコ底部の試料が完全に気化したあとに見
られる）を測定する。
試験中の条件はつぎのように規定した。
凝縮浴の温度（℃）．　　　　，0～．1　、　°
受器を浸す水浴の温度（℃）　13～18
加熱開始から初留点に達するまでの時間（分）　　5～10
初留点から留出量5％に達するまでの時間（秒）　　60～75
5％留出温度からフラスコ内残量が約5　mlになるまでの平均毎分留出量（rnl／min）　4～5
フラスコ内残量が約5mlから終点に至るまでの時間（分）　　3～5
i蒸留試験装置はガス加熱式を用い，図1～2に示した。
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　　　　　図1．蒸留試験装置（ガス加熱式）　　　　　　　　図2　フラスコ　1形（100ml）
　フラスコは図2に示すような形状，寸法の硬質ガラス製蒸留フラスコ1形（100m1）を用い
た。
　凝縮器は凝縮浴および凝縮管からなり，図1に示すような形状，寸法である。
　受器は図3に示すように容量100m1，細分目盛1　mlのメスシリングーを用いた。
　操作はつぎの順序で行った。
　1）試料をいれたフラスコを加熱する。
　加熱を始めてから初留点まで達する時間が試験条件（既述）の規定を越えないように加熱を
調節する。
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　2）初留点を読みとつたら直ちに凝縮管の下端が受
器の内壁に触れるように受器を動かす。留出速度が一
定でかつ試験条件の規定範囲内で加熱を調節しながら
試験をつづける。
　3）初留点から蒸留の終りまでの間で必要な規定留
出量に対する留出温度，またはその逆のいずれか，ま
たは両方を読みとつて記録しておく。受器に留出した
量はO．5ml迄読んで記録する。また温度計の読みは0．5
度まで記録する。
　4）　温度計の読みが371℃に達するか，熱分解温度
に達した場合は加熱をやめる。以後は7）に従って操作
をつづけ，そうでない場合は5）に従って操作をつy“け
る。
　5）　フラスコ内の残油が5mlになったらそれ以後終
　　　　　単位mm
焼いてなめらかにする
約60
図3受　　器
点に達するまでの時間が試験の条件の規定に合致するようかならず必要に応じて最後の加熱調
整を行う。
　6）　必要に応じて終点の両方を読みとり記録してから加熱を止める。終点ではフラスコ内の
試料油がすっかり蒸発しているかどうかを観察し，もし多少でも残油があれば，8）に述べるよ
うに記録する。
　7）　加熱を止めても凝縮管下端から受器中に留出がつづている間は2分間ごとに受器中の留
出液量をよみ，連続2回の読みが一致するまで続ける，
　8）　フラスコが冷却したら受器に残油をよく移しとる。全量を0．5m1まで正確によみとり，
回収量として記録する。
　9）　減失壁は100から回収量をひいて算出する。
　　2．3　実験結果および考察
　Shell，　Mobi1，日石3社のレギラーガソリン，白灯油のおのおのの単独試料および各混合割
合の蒸留試験結果を表1～4，図4～7に示した。
　ガソリンの沸点範囲は大凡そ35～200℃で，灯油のそれは150～320℃位である。
　図4～6の蒸留曲線からも解るごとく，いずれの製品もガソリン，灯油の沸点範囲はほぼ近
似している。
　ガソリンおよび灯油の蒸留曲線はこれらの混合油の蒸留曲線を上方，下方からかこんだ形で
ある。初留点付近で偏差を示すもののあるのは実験測定誤差内のためと考えられる。
　混合油の蒸留曲線は，ガソリンの合有量が多くなるに従い，ガソリン蒸留曲線に近づき，灯
油の合有量が増加するにつれ，灯油の蒸留曲線に近接することが明にみとめられ，その混合割
合に応じて規則正しく変化している。またこのことは，蒸留曲線から認められるように，大凡
そ100℃以上において，各混合割合による差が判然としていることである。さらに詳細にみる
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表．1． Shellレギラーガソリン，白灯油および混合油の蒸留試験結果
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表．3． 日石レギラーガソリン，白灯油および混合油の蒸留試験結果
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表．4．She11レギラーガソリン，日石灯油および混合油の蒸留試験結果（その1）
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表・4・Shellレギラーガソリン，日石白灯油および混合油の蒸留試験結果（その2）
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図7　SHELLガソリン：日石灯油蒸留曲線
と120～130℃範囲内において各混合割合間の留出量の差が最も大きくあらわれている。
　したがって，120℃前後においてガソリン，灯油の混合割合が判定できると考えられる。こ
の考えから最も簡単な方法として，混合油を100℃で一定時間加熱后その残留体積を測定し
て，既に各混合割合の混合油で上記の試験結果を表にして比較すれば，蒸留曲線をかかなくと
も大凡その推定はできる。
　そこでつぎのような実験を試みた。　肉薄の目盛付試験管（内容20　ml）に試料10　ml（ガソ
リン／灯油）をいれ，100℃に加熱した熱湯入りのビーカにいれ，一定時間放置后（約3分間
后），取り出しその体積をよみ，各混合割合に応じて一覧表を作り，未知混合割合試験につい
て同様の試験を行い比較して，表から混合割合を推定する。つぎの表5は上記の試験結果を示
すものである。
表5100Cにおけるガソリン，灯油および混合油の蒸発残体積
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　この試験の場合は，目盛は試験管に試料をいれて，加温したビーカーに浸してから最初の1
分間は試料油から気泡を発して極めて不安定であるから，一定時間毎（この場合毎分）に容量
を測定し，一定した容量を示す時間を求めて，測定時間と定める。
　このような簡単な方法でガソリン，灯油の混合割合を求めることができる。
3．総 括
　ガソリン，灯油およびその混合油の蒸留曲線を求めることによって，混合割合を蒸留曲線図
から比較的簡単に推定できることを実験で明らかにした。
　また，混合油の混合割合の変化は120～130℃で比較的明瞭にあらわれるので，蒸留曲線を
かく手間を省いて，100℃で混合油を一定時間放置し，その后の容量を測定することによって
最も簡単に両者の混合割合を大凡そ推定しうることを明にした。これらの方法で混合割合不明
の未知試料について行ったところ，いずれの場合もほぼ正確に混合比を明にすることができ
た。
　終りに本実験に関係された柘植野貴一，望月治男諸子に感謝致します。　　　　　（完）
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